
主催：千葉県
共催：NPOふるさと回帰支援センター

お申込み・お問い合わせ先は、裏面をご覧ください。

日

ちば移住セミナー

私達が地域のくらしをお話しします。

プログラム内容（予定）

1
九十九里地域や
参加市町のご紹介

12:00 ～
県や市町の担当者が、
それぞれの魅力をご紹介。

2
地域居住者（ゲスト）
からの暮らし体験談

12:30 ～
ここに暮らす方々が、
地域の暮らしをお話しします。

3 フリートークタイム 13:00 ～
地域居住者や行政担当者と
の交流を深めます。

4 市町との相談会 13:45 ～
気になる市町と個別に
ご相談いただけます。

東京オフィス 2017年第２６５回「ふるさと暮らしセミナー」

一人暮らしの父親と同居するため移住を決意。
都内勤務の夫の通勤圏である大網白里市に移住。
専業主婦として家事に奮闘しながら、家族５人と暮らす。
住み慣れた都会との違いが不安だったが、今では家族で
地域住民との交流や農園での野菜づくりを楽しんでいる。
自宅前の田んぼの向こうから昇る朝陽が父親のお気に入
り。田舎はないものも多いが、都会の便利さを捨てても
余りある住みやすさがあると言い、趣味となったウォー
キングをしながら、のどかな田園風景を楽しんでいる。

高校卒業後、趣味のサーフィンのために、四国
や南房総へ移住経験あり。
平成20年12月に一宮町に移住し、約1年後マイ
ホーム購入。当時、千葉市の民間会社へ通勤経
験あり。現在は、鉄道輸送業に転職。
プライベートでは、近所の方々と一宮町近辺の
海で趣味のサーフィンを嗜み、家族と過ごす田
舎暮らしを満喫している。

ガーデンの設計事務所を兵庫県神戸市で経営し、家族と
の住まいを市原市に置き、平日はサーフィンと仕事をし
ながら白子町で暮らしている。
趣味のサーフィンをライフスタイルに取り入れたいと、
２地域居住を決意。海に歩いて行け、買い物も食事もで
きて日常生活は思ったほど不便ではないと語る。
朝はサーフィンをして日中は在宅で仕事。週末は市原市
の自宅で家族との団欒を楽しみ、“サーフィンのある暮ら
し”を目指しながら、田舎暮らしを満喫している。堀田光晴さん

中﨑慶幸さん

大城真紀さん

短大時代にライフセービング部に所属していて、毎年夏
にはライフガードとして片貝海岸を訪れていた。サー
フィンも好きで、海のそばで暮らしたいという思いが強
くなり、九十九里町に移住。
現在は海から１㎞のマイホームに家族５人で生活してお
り、年５回ほど「親子でビーチクリーン」のイベントを
主催。清掃が終わると、家族で貝殻を使って遊んだり、
広大な海を目の前に、子供たちは砂浜を駆け回ったりと、
海を感じながら、過ごす生活を満喫している。返町久美子さん



※ご一緒に参加される方がいらっしゃれば、そのお名前を下欄にご記入ください。

参加ご希望の方は、下記必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸ ・ メール ・ 電話の

いずれかの方法にてお申し込みください。

氏名： 氏名：

※ゲスト又は県や市町村担当者への質問等がありましたらご記入ください。

東京オフィス 2017年 第265回「ふるさと暮らしセミナー」

ちば移住セミナー「日本一の渚 九十九里浜とくらす」
参 加 申 込 書

【お申込み先】 千葉県 総合企画部 政策企画課
ＦＡＸ ０４３－２２５－４４６７ ＴＥＬ ０４３－２２３－２４４７

E-mail ijuchiba@pref.chiba.lg.jp 

氏名（ふりがな）： （ ） 年齢： 歳

現在お住まいの都道府県市区町村：

※千葉県からの移住・定住情報メールの配信を希望する場合
メールアドレス：

参加人数（申込者を含めて） 人

【会場案内】

ふるさと回帰支援センター
〒100-0006 東京都千代田区有楽町2-10-1
東京交通会館８階
TEL ０３－６２７３－４４０１

※セミナーの座席数には限りがあり、申込先着順となります。
定数を超えた場合等、立ち見でのご案内となる場合がございます。

参加無料！


